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 新緑の美しい季節となりました。昨年のこの季節は、まだ、季節のうつりかわりに心を向け

られない時期でした。まだ、震災の傷跡の癒えない場所も多いですが、海水に浸っても花を咲か

せる草花もあるようで、そんな花に｢希望を見出している方々も多い｣と聞きます。そんな草花の

ような優しさと力強さ込めた手を差し伸べていきましょう。 
県連では、会員生協や関係団体等の大震災からの復旧・復興に向けたとりくみについてお知ら

せしていくために、「東日本大震災復旧・復興ニュース」を発行しています。 

現在、会員生協の状況について、集約中です。会員生協の皆様からも、情報提供いただけます

ようお願いします。 

 
● みやぎ生協  

 めぐみ野｢志津川湾産生かき応援ありがとう試食会｣が開催されました 

4 月 15 日（日）みやぎ生協幸町店で、めぐみ野｢志津川湾産生かき応援ありがとう試食会｣が開

催されました。志津川湾産生かきは、国、県からの支援や全国のボランティア、みやぎ生協のメ

ンバー、職員の支援を受けながら出荷再開をめざし、昨年 6 月から生かきの養殖を再開していま

す。今シーズンは、加工処理工場の再建の関係で、出荷には間に合いませんでしたが、生産者の

皆さんの多くの応援に感謝する意味で、試食会おこないました。試食した方から｢たいへんおいし

いです。出荷再開が楽しみです｣との声も聞かれ、用意したかき 1200 個はすべて完食しました。

加工工場建設、養殖いかだを増やすなど、まだまだ支援が必要です。めぐみ野生産者応援募金も

まだやっています、是非とも募金そして支援をお願いいたします。 

 
 

        

 



 

 



 
 

●東北大学生協 東北大学生協食堂での復興を応援する取り組み 

東北大学生協食堂では、被害を受けた食品工場の食材を使ったメニューを提供して、復興を応援す

る企画を予定しています。3月に復興応援企画として「サバのみぞれ煮(気仙沼・ヤヨイ食品さん)「鮭

の塩焼き(釜石・小野食品さん)」を提供したところ、たくさんの皆さんのご利用がありました。第四

弾として「かつおぶし」を使ったメニューを提供します。 

 



 
 
 
● 宮城県生協連 

 日本生協連に寄せられた 東日本大震災支援募金第 7 次分 8,232 万円を 
知事に贈呈しました 

 

4 月 23 日に行われた宮城県知事との懇談会で、日本生協連に寄せられた東日本大震災支援募金 

第 7次分 8,232 万円を知事に贈呈しました。宮城県への募金は、累計で総額 10 億 6,847 万 2,620

円となりました。 

（日本生協連に寄せられた「東日本大震災支援募金」は、累計 24 億 2,4642,620 円になります。） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

● 宮城県生協連 被災地生協の取り組みを取材した本の紹介 

被災地生協の取り組みを取材した単行本 2 冊が刊行されました。 
 
・ ｢誰かのためにできること｣（山本明文著）商業界発行 定価 1500 円（税込） 
  いわて生協、みやぎ生協、コープふくしまの被災地生協を中心に 震災直後からの生協の 

取り組みが紹介されています。 
 
・ ｢悲しみを乗りこえて共に歩もう｣（新村一郎著）合同出版発行定価 1396 円（税込） 

組合員、職員同士の協力、地域全体での関係づくり｢食のみやぎ復興ネットワーク｣など 
復興に全力をあげて取り組むみやぎ生協の様子が語られています。 

 
 ●みやぎ生協   

みやぎ生協では東日本大震災から一年の節目にあたり、『３．１１東日本大震災 みやぎ生協 

活動の記録』と『東日本大震災 みやぎ生協職員 体験記』という二つの冊子を発行しました。 

いずれの冊子も、未曾有の災害と、それに巻き込まれた私たちが何を考えてどのように動いたか

を忘れないために、さらにそれを次の世代に引き継ぐとともに支えてくださった方々にお知らせ

する目的で、書かれています。 
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